
図 面 リ ス ト

Ａ－０１

特記仕様書(Ⅱ)

設 計 図

中央公民館外壁その他改修工事

会社
有限秀建築設計事務所

Ａ－０２

Ａ－０３

五所川原市教育委員会

特記仕様書(Ⅰ)

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

付近見取図・配置図

立 面 図

１・２階平面図

Ａ－０７

Ａ－０８

車寄せ詳細図

建具キープラン

Ａ－０９

建 具 表

３・ P H 階平面図



五所川原市字一ツ谷504-1

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 章 項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 章 項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

Ⅰ 工　事　概　要 1

1 　工　事　場　所

2 　用　途　地　域

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

3 　公害規制等地域・地区

4 　敷　地　面　積

5 　工　事　内　容

　　　１)　新　営　工　事

棟　　　　　　名

用　　　　　　途

工　事　種　別

構　　　　　　造

建　築　面　積

延　べ　床　面　積

階

階

階

階

階

階

計

摘　　　　　　要
耐震安全性の分類
構造体　(・Ⅰ類　・Ⅱ類　・Ⅲ類）
建築非構造部材　(・A類　・B類)

　　　２)　改　修　工　事

棟　　　　　　名

用　　　　　　途 2 1 足場その他 足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　基発第0424001号平成21年4月24日）の

「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び

幅木の機能を有する足場として、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の

２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

(2.2.4)

床　　面　　積

改　修　部　分 ・防水・外壁・建具・内装
・塗装・耐震・その他

仮
　
設
　
工
　
事摘　　　　　　要

2 監督職員事務所 規模　　　号 (2.3.1)

設ける場合の仕上げは下表を標準とする。

6 　そ　の　他　(　施　工　条　件　等　) 部　位　等 仕　　　　　上

床 合板張又はビニル床シート張

Ⅱ 建　築　工　事　仕　様 内壁 ・ 天井合板又はせっこうボード張、合成樹脂エマルションペイント塗

1 　質問回答書、現場説明書、特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書 屋　　　根 塗装溶融亜鉛めっき鋼板張、又は鉄板張のうえ調合ペイント塗

(平成22年版)」及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書(平成22年版)」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 3 監督職員事務所の備品等 備品は下記のものを標準とし備える。

2 　特　記　事　項

　　　保護帽、ゴム長靴、雨ガッパ、机、いす、黒板、懐中電灯、消火器、電話、

　　　１)　項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　　書棚、衣類ロッカー、掛時計、温度計、冷暖房機器、湯沸かし器

　　　２)　特記事項は、○印の付いたものを適用する。

4 工事用水 構内既存の施設　　　　・　利用できる(　※　有償　　・　無償)　　　※　利用できない  (2.3.4)

　　　○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

5 工事用電力 構内既存の施設　　　　・　利用できる(　※　有償　　・　無償)　　　※　利用できない

　　　○印と※印が付いている場合は、共に適用する。

6 交通整理員 置く　　　・　置かない

　　　３)　特記事項に記載の(　)内表示番号は、前述両標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

章 項　　　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

1

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

・防水・外壁・建具・内装
・塗装・耐震・その他

・

1 適用基準等 建築工事標準詳細図 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修 (平成22年版)

※ 工事写真の撮り方 建設大臣官房官庁営繕部監修 (改訂第二版)

木造建築工事標準仕様書 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 (平成22年版)

※ 青森県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン 青森県県土整備部建築住宅課 (平成20年 4月)

青森県景観条例に基づき、『青森県公共事業景観形成基準』及び『青森県景観色彩ガイドプラン』を遵守すること。

防犯性の向上については『防犯に配慮した設計ガイドライン』を遵守すること。

※青森県認定リサイクル製品優先使用指針 青森県環境生活部 (平成20年 4月)

2 概成工期 工事期限より 日前 (1.1.2)(1.2.1)

3 電気保安技術者 電気主任技術者 ※　監督職員の承諾を受けた者 (1.3.3)

4 発生材の処理等 種　　　別 対　　象　　品　　目 (1.3.8)

　・　発注者へ引渡しを要するもの  ※　PCB含有機器類 ※　PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　

　・　再利用を図るもの 　

　・　再資源化を図るもの(注1)  ※　コンクリート塊  ※　金属類

 ※　ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊  ※　小形二次電池

 ※　建設発生木材 　・　蛍光ランプ・HIDランプ

 ※　建設汚泥 　・　硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管・継手

 ※　建設混合廃棄物 　

　・　処理に注意を要するもの 　・　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(砒素・カドミウム含有、硫化水素発生による管理型処分)

　・　0.1％を超えて石綿を含有するもの

　

　・　特別管理産業廃棄物 　・　廃石綿(除去作業に使用した保護具及び養生材を含む)

　・　ダイオキシン含有廃棄物　

(注1)　上記以外の廃棄物についても、可能な限り再資源化に努めること。

5 材料の品質等 1.　本工事に使用する材料・機材等のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上の (1.4.2)

　ものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

2.　「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能

　評価事業建築材料等評価名簿(平成      年版)による。

3.　本県に本社、支店、営業所を有するメーカー製品及び可能な限り県産材を使用すること。

4.　化学物質を放散する建築材料等

     1)　建材・施工材の使用材料の選定においては、ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物を放散しないか、放散が十分

       少ないものをＪＩＳまたはＪＡＳ等を参考に適切に選択すること。ホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆を原則とし、該当する

　　　材料等がない場合は、施工面積に十分注意した上でＦ☆☆☆を使用する。

     2)　接着剤はホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物を放散しないか、発散が極めて少ないもの、または含有量が少なく

       難揮発性の可塑剤を使用しているものとし、ホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆を原則とする。

     3)　仕上塗材、塗料、シーリング材、接着剤その他の化学製品の選択及び取扱いに当たっては、当該製品の製造所が

       作成した化学物質等安全デーイVートの内容を把握するとともに、現場に常備し、記載内容の周知徹底を図ること。

     4)　施工中、接着剤・塗料等の塗布に当たっては、使用方法や塗布量を十分に管理し、適切な乾燥時間をとること。また、

       施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に放散した溶剤成分等の希釈を図ること。

5.　本工事に使用する材料については、化学物質等安全データシート(ＭＳＤＳ)等により確認を行い、アスベスト含有建材を

　使用しない。

6.　「青森県リサイクル製品認定制度」に基づく認定リサイクル製品及び「レッツbuyあおもり新商品事業」により認定された新商品

　の使用について

     1)　本工事は

　　　規定により制定された、

     2)　認定リサイクル製品を使用する場合は、監督職員の指示する様式に必要事項を記入のうえ、公衆の見やすい場所に

　　　掲示すること。

     3)　本工事において、認定リサイクル製品若しくは認定された新商品を使用した場合は、工事完了後、監督職員の指示する

　　　様式に必要事項を記入のうえ提出する。

・

・

・

・

・

・
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1 6 技能士 (1.5.2)

工　事　種　別 技能検定職種 技能検定作業一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

仮設工事 とび とび作業

鉄筋工事 鉄筋施工 鉄筋組立作業

コンクリート工事 型枠施工 型枠工事作業

コンクリート圧送施工 コンクリート圧送工事作業

鉄骨工事 鉄工 構造物鉄工作業

とび とび作業

コンクリートブロック・ＡＬＣパネル ブロック建築 コンクリートブロック工事作業

・押出成形セメント板工事 ＡＬＣパネル施工 ＡＬＣパネル工事作業

防水工事 防水施工 アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

セメント系防水工事作業

シーリング防水工事作業

改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

ＦＲＰ防水工事作業

石工事 石材施工 石張り作業

タイル工事 タイル張り タイル張り作業

木工事 建築大工 大工工事作業

屋根及びとい工事 建築板金 内外装板金作業

スレート施工 スレート工事作業

金属工事 内装仕上施工 鋼製下地工事作業

建築板金 内外装板金作業

左官工事 左官 左官作業

建具工事 サッシ施工 ビル用サッシ施工作業

ガラス施工 ガラス工事作業

自動ドア施工 自動ドア施工作業

カーテンウォール工事 カーテンウォール施工 金属製カーテンウォール工事作業

サッシ施工 ビル用サッシ施工作業

ガラス施工 ガラス工事作業

塗装工事 塗装 建築塗装作業

内装工事 内装仕上施工 プラスチック系床仕上工事作業

カーペット系床仕上作業

ボード仕上工事作業

表装 壁装作業

排水工事 配管 建築配管作業

舗装工事 路面表示施工 溶融ペイントハンドマーカー工事作業

加熱ペイントマシンマーカー作業

植栽工事 造園 造園工事作業

7 特別な材料の工法 標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。

8 施工中の環境保全等 施工に使用する建設機械は、低騒音型・低振動型及び排出ガス対策型建設機械とすること。

9 化学物質の濃度測定 　工事完成前に、ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度の測定を行い、測定結果報告書を監督職員に提出すること。 (1.5.9)

また、測定の結果が、厚生労働省が設定した化学物質の室内濃度の指針値を超えた場合は、監督職員と協議すること。

1. 測定対象化学物質 ※　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

2. 測定対象室・測定箇所数 ※　図　示

3. 測定方法

1) 　空気の採取

　　　※　拡散方式　(　※　測定バッヂ　　・　パッシブサンプラー　　・　パッシブガスチューブ)　　　・　吸引方式

2) 　測定・分析は、厚生労働省が室内空気中化学物質の濃度を測定するための標準的方法として示した以下の方法に

　よって行う。または、以下と相関の高い方法によって行うこともできる。

　　　ホルムアルデヒド　　　　　高速液体クロマトグラフ法

　　　揮発性有機化合物　　　　ガスクロマトグラフィー質量分析法

10 技術検査 工事施工途中における技術検査(「中間検査」）は下表を原則とし、監督職員と協議すること。 (1.6.2)

工事写真等を電子データにより検査する際に必要となる機器の準備及び操作は請負者が行う。

1)新営工事

構　造 検　　査　　工　　程

　・　RC造(SRC造含む)にあっては、3階建て以上の  1.基礎工事完了時

 2.躯体工事完了時(原則1階)

　・　S造にあっては、3階建て以上のもの又は延べ面

　・　W造にあっては、延べ面積が500㎡を超えるもの

2)改修工事

・　発注者が必要と認めた工程(別途指示による)

11 工事の下請負 1. 　請負者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。

1)　請負者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。

2)　下請負者が青森県の工事指名競争参加資格者である場合には、指名停止期間中でないこと。

3)　下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。

2. 　請負者は、工事を下請負に付する場合には、可能な限り地元建設業者を使用することとする。

12 報告書 1. 　施工体制台帳及び施工体系図

　　　　　　本工事において下請金額の合計が１００万円以上の場合又は低入札価格調査制度により契約されたものは、下請負業者

　　　　　と契約締結後全ての下請契約を2週間以内に監督職員に一部を提出する。また、施工体台帳及び施工体系図は工事現場

　　　　　に備えるものとし、現場表示も併せて行うものとする。

2. 　主要機器資材メーカー報告書

　　  　　本工事において使用する主要機器資材メーカー報告書１通を監督職員に提出し、通知する。

3. 　技能士報告書

　　　　　本章第6項で技能士が適用された場合は、報告書１通を監督職員に提出し通知する。

13 工事の一時中止 1)　工事の一時中止に係る計画の作成

　　　契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画

　　

　　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労働者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に

　　関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかに

　　する。

2)　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

「基本計画書」を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

　　　もの又は延べ面積が500㎡を超えるもの

　　　積が500㎡を超えるもの並びに20mを超えるス

　　　パンを有するもの

 2.鉄骨建方完了時

 1.基礎工事完了時

　　　られねもの(特記仕様書で明記)

　・　用途、構造及びその他の事由により必要と認め

 1.軸組完了時

 2.躯体工事完了時

 1.基礎工事完了時

・　躯体の改修及び補修が工事に含まれ、仕上げ工事により品質の確保が困難と予想される場合は、改修・補修工法の施工完了時

　　に行う。

　　工事に準じて行う。

・　屋根等の主要な工事部分について、工事施工中の仮設足場がなければ確認困難と予想される場合は、仮設足場撤去前に新営

物解体工事共通仕様書(平成18年版)」による。

建築

14 完成時の提出図書等 (1.7.1～3)

提出図書等 部数 備　考

　完成写真(改修工事の場合は着工前を左、完成写真を右に入れたもの) ※　４部　・　１部

　工事写真 ２部 　※電子納品

　完成図 　※　二つ折り製本 ※　２部　・　　部

　※　Ａ４判二つ折り製本 ※　１部　・　　部

　 ・　黒表紙金文字入製本(折りたたみ→A4) ※　１部　・　　部

　※　CADによるSXF(P21)形式、オリジナル形式、及びPDF形式 ２部 　※電子納品

　※　原図 １部

　施工計画書(工事期間中に監督職員の承諾を受けたものをとりまとめたもの) １部

　承認図 １部

　保全に関する資料(標仕(1.7.3)(a)に示す内容) ※　２部　・　　部

　工事関係資料 ２部 　※一部電子納品

　その他監督職員が指示する書類 　監督職員の指示による　

　再生資源利用計画書(実施書)、再生資源利用促進計画書(実施書) (1.3.8)

　　　　　工事完了後「建設リサイクルデータ統合システム」(CREDAS入力システム)により、入力したデータを提出する。

　　　　なお、データの提出が困難な場合は、監督職員の承諾を得た上で、紙による提出とする。

　貸与されたＣＡＤデータは当該工事における施工図及び竣工図の作成のため以外に使用しないこと。

15 設備工事との取り合い 第33章(工事取り合い区分表)による

16 設計GL ※図示　　　・　現状平均地盤高　　　・　監督職員の指示による

17 建築基準法に基づき定められ 風速(Ｖo)　　　　34　(m/sec) (標仕・改修標仕共通)

た風速、地表面粗度区分及び 地表面粗度区分　　　　・　Ⅰ　　　・　Ⅱ　　　・　Ⅲ　　　・　Ⅳ

多雪地域の指定 多雪地域の指定 ・　あり　　　・なし・

　　　(全ての図面及び特記仕様書を１つのPDFファイルにまとめ

　　　オリジナルファイルフォルダに格納)

6-6アスベスト粉じん濃度測定 測定は種類に応じ、下表のとおりとする。 (解仕6.1.4)

吹付け材 保温材・成形板 測定名 測定時期 測定場所 測　定　点 備考

測定１
処理作業前

処理作業室内 ・　各２点 　・　各３点 　・ 各　　点 (注)

測定２ 調査対象室外部付近 計　２　点 大気

測定３

処理作業中

処理作業室内 ・　各２点 　・　各３点 　・ 各　　点 (注)

※ 測定４ 負圧・除じん装置の 
排出吹出口

出口吹出し風速1m/sec 以下の
位置各2点

－

※ 測定５ 処理作業室外 ４方向各１点(敷地境界) －

※ 測定６ 処理作業後 処理作業室内 各　２　点 －

測定７　　　　　処理作業後　　　
　　　　　　　シート撤去後　　　　

　1週間以降

処理作業室内 ・　各２点 　・　各３点 　・ 各　　点 (注)

測定８ 調査対象室外部の付近 計　２　点 大気

測定室
吹付け材 　※ 施工箇所全て

保温材・成形板 　・

(注)　各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは2点、300・以下までは3点とし、300㎡を超えるものは100㎡ごとに1点を追加する。

(シート養生中)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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24 1 一般事項 1.　建設廃棄物等の処分は、関係法令に従い安全かつ公害を発生させない方法で行う。

2.　計画的内容は工事施工関係者にひろく周知徹底させる。

3.　騒音、振動は使用機器の能力等により、事前に所要の手続きをして解体に伴う関係官庁各課の了解を得ること。

4.　マニフェストの提出はA票とＥ票の写し(完成時にE票が提出出来ない場合はD票とし、後からE票を提出すること。)

　を提出し、工事写真に搬出搬入の写真を添付すること。

2 施工計画書 1.　施工計画書には、使用機械器具、各工種の材料、工法、日程等の内容を記載する。

2.　重機械等を建築物等に載せる場合は、構造体の安全を確認する検討書を添付する。

3 工法等 内装材の撤去は原則として火気を使用してはならない。やむを得ず使用する場合は、消火器具等を準備し監視人を配備する

など防火対策を入念に行う。

4 分別解体等に係る施工方法 1. 　間仕切壁、天井材等の仕上げ材、建築設備の撤去

※　ビニル床タイル、間仕切壁、天井材、建具類の内装仕上げ材及び建築設備は、コンクリート類の再生利用のため、

　　人力による先行撤去とし、コンクリート類とは分別解体とする。

 ・　手作業、機械作業の併用による。

2. 　屋根ふき材 ※　手作業による。　　　・　手作業、機械作業による。

5 石膏ボードの処分方法 1. 　撤去は手壊しを原則とし、管理薫・ｪ場で処分すること。

2.　 砒素・カドミウム含有石膏ボードは、出来る限り製造業者に処分を依頼する。

6 アスベストの撤去・処分等 撤去・処分に当たっては、建築物解体工事共通仕様書(平成18年版)(以下「解仕」という。)6章「アスベスト含有建材の除去等」

及び「石綿障害予防規則(平成17年2月24日 厚生労働省令第21号)」その他関係法規に準拠し、適切に施工すること。

6-1アスベストを含有する建築設備 ボイラー保温材 　・　配管エルボ保温材 　・　耐火二層管 (解仕6.1.1)

 ※　別途協議(図面にない該当設備が判明した場合)

6-2専門工事業者 アスベスト含有建材の除去を直接行う専門工事業者については、工事に相応した技術を有することを証明する資料を (9.1.2)(解仕6.2.1)

監督職員に提出すること。

6-3作業主任者 石綿作業主任者技能講習修了者又は平成18年 3月以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。 (解仕6.2.2)

6-4除去作業者 石綿障害予防規則に基づく特別の教育を受けた者で、肺機能に異常がない者とする。 (解仕6.2.3)

6-5アスベスト含有分析調査 行う 　・　行わない 　※　別途協議(図面にない建材が判明した場合) (9.1.1)(解仕6.1.3)

・

・ 　・　

・

(解仕6.3.3)・　セメント固化※　密封処理除去したアスベスト含有吹付け材の処理

(解仕6.3.2)・　工法名 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)※　解仕6.3.2(a)(1)～(4)による工　法

　※　図示　　　・

　※　図示　　　・

処理を行う範囲厚さ(㎜)材　料　名

(9.1.3)(解仕6.3.1)処理を行うアスベスト含有吹付け材の仕様等　・　アスベスト含有吹付け材

アスベスト含有建材の除去6-7

・ 作業場の隔離

　※　図示　　　・

　※　図示　　　・

処理を行う範囲厚さ(㎜)材　料　名

(9.1.4)(解仕6.4.1)処理を行うアスベスト含有保温材等の仕様等　・　アスベスト含有保温材等

中央公民館外壁その他改修工事

特記仕様書（Ⅰ）

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所
ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

H25.2

A-01



A-02

H25.2

ＤＲＣＨＡＰＤＡＴＥ

ＤＲ．ＮｏＳＣＡＬＥ
秀 建 築 設 計 事 務 所

青森県五所川原市字不魚住75番地12 TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886

有限
会社

一級建築士事務所 県知事登録第1171号 建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭

特記仕様書（Ⅱ）
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同規則に定められた書面を当該車内に備え付けること。

自己の産業廃棄物を運搬する場合を含め、同法施行規則に定められた事項を車体の両側面に見やすいように表示するとともに、係る表示及び備え付け

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令」の規定により、運搬車を用いて産業廃棄物の収集又は運搬を行う場合には、産業廃棄物収集運搬車に7

　※　図示　　　・

　※　図示　　　・

　※　図示　　　・

　※　図示　　　・

　※　図示　　　・

処理を行う範囲厚さ(㎜)材　料　名

(9.1.5)(解仕6.5.1)処理を行うアスベスト含有成形板の仕様等　・　アスベスト含有成形板

章特　　　　　記　　　　　事　　　　　項項　　　　　目章特　　　　　記　　　　　事　　　　　項項　　　　　目章

　　・　しない

　　・　する

　　・　する

　　・　しない

・

・

・

・

　　充填工法

　　充填工法

　・　既成目地材の使用する(形状：図示)　　　 ・　モルタル塗替え工法

　　　・　ポリマーセメントモルタル

　　　・　エポキシ樹脂モルタル　　　※　充填工法

備　　考材　料工　法

(4.4.3)(4.4.8)(4.4.9)欠損部改修及びひび割れ部改修後のモルタル撤去部分の補修

　・　可とう性エポキシ樹脂

　・　パテ状エポキシ樹脂
 ・　シール工法

  ・  可とう性エポキシ樹脂

　　・　しない     ・

　　・　する  　  ※　1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　・　シーリング材

※  Ｕカットシール材

)   ・  機械式

(補修方法： 　     ・　手動式

 　　　 又は中粘度形

 ※200～300㎜　※　JIS A6024による低粘度形
　※　自動式

 ・　樹脂注入工法

注入量注入間隔材　料工　　法修

(4.1.4)(4.4.2)(4.4.5)(4.4.6)ひび割れ部改修　　　　モルタルの撤去　　　　※　する　　　・　しないモルタル塗り仕上げ外壁の改3

　・　既成目地材の使用する(形状：図示)　　　 ・　モルタル塗替え工法

　　　・　ポリマーセメントモルタル

　　　・　エポキシ樹脂モルタル
　　　※　充填工法

備　　考材　料工　法

 (4.1.4)(4.2.2)(4.3.7)欠損部改修

　・　可とう性エポキシ樹脂

　・　パテ状エポキシ樹脂
 ・　シール工法

  ・  可とう性エポキシ樹脂

　　・　しない  　   

　　・　する  　  ※　1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　・　シーリング材

※  Ｕカットシール材 

)   ・  機械式

(補修方法： 　・   ・　手動式

 　　　 又は中粘度形

 ※200～300㎜　※　JIS A6024による低粘度形
　※　自動式

 ・　樹脂注入工法

注入量注入間隔材　料工　　法の改修

(4.1.4)(4.2.2)(4.3.4～6)ひび割れ部改修コンクリート打放し仕上げ外壁2

 ・ ・ ・ ・ ・

 ・ ・ ・ ・

 ・  ・  ・

 ・  ・  ・  ・  ・

 ・ ・ ・ ・ ・

 ・ ・

所)
(ml/箇(箇/ｍ2)
注入量注入口ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

(本/ｍ2)

(㎜)(ｍ2)

　・　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入

　　　工法

　・　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　　注入工法

　・　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　・　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　　注入工法

　　　ｽﾗﾘｰ注入工法

　・　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

　　　(形状：図示)・　ポリマーセメントモルタル

　・　既成目地材の使用する・　改修標仕(表4.4.1)による
　・　モルタル塗替え工法

・　ポリマーセメントモルタル

・　エポキシ樹脂モルタル
　・　充填工法

 ※50 ※16 ※9 ※16 ※9

  ※16 ※9 ※16 ※9

 ※25 ※16 ※9

 ※50 ※20 ※12 ※20 ※13
1.0を超える0.25以上

 ※25 ※20 ※12 ※20 ※13
1.0以下0.25以上

 ・

 ※25 ※25 ※16
0.25未満

指定部一般部指定部一般部

浮き代1箇所の面積工　　法

(4.4.4)(4.4.8～15)浮き部改修　　　　モルタルの撤去　　　　・　する　　　・　しない

　ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填

　ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填

  　  ※　1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材
※  Ｕカットシール材
　　充填工法

　　・　しない

　　・　する

(4.5.8)(表4.5.1)位置　　　※　改修標仕(表4.5.1)による　　　・　図示伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

　・　・　シリコン樹脂　・　ポリウレタン樹脂　　　　・　タイル張替え工法

　・　エポキシ樹脂　・　変成シリコーン　※　ポリマーセメントモルタル　　　　・　タイル部分張替え工法

接　着　剤工　　　法

(4.5.3)欠損部改修

  ・  可とう性エポキシ樹脂

　　・　しない　　 ・

　　・　する

　・　シーリング材

)   ・  機械式

(補修方法：・　     ・　手動式

 　　　 又は中粘度形

・※200～300㎜　※　JIS A6024による低粘度形
　※　自動式

 ・　樹脂注入工法

注入量注入間隔材　料工　　法

(4.5.2)ひび割れ部改修　　　　タイル張りの撤去　　　　・　する　　　・　しないタイル張り仕上げ外壁の改修4

・

・

・

・
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1 施工数量調査 調査範囲　　　　※　外壁改修範囲　　・　図示の範囲 (1.5.2)

調査内容

　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

　モルタル塗り仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表示し、また欠損部の形状寸法等を調査する。

　塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材

　との適合性を確認する。

調査報告書の部数　　　※　２部

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　・　図示　　・　

 　・

※　ｱｸﾘﾙ系

　 ・

 　・

 　・

 　・

 　・

・　ｼﾘｶ系

・　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

・　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

・　ふっ素系

 ・　メタリック

 ・　つやなし

※　つやあり外観

　　・　防水形複層塗材E　　　　仕上塗材

　　・　平たん状　　・　可とう形改修用

　 ・　ローラー　　・　凹凸模様　　・　複層仕上材

 ・　弱溶剤系 　・　こて　　・　凸部処理　　・　厚付け仕上塗材

※　水系　　・　溶剤系溶媒　※　吹付け　　・　ゆず肌状　　・　薄付け仕上塗材

上塗材(複層仕上材)工法仕上げの形状呼び名種類

(4.6.5・6)(表4.2.3・4)仕上塗材の種類等

下地ひび割れ部の補修　　　※　コンクリート打放し仕上げ又はモルタル塗り仕上げの改修工法に準じる　　　　・　図示

下地調整　　　　※　下地調整塗材　　　・　ポリマーセメントモルタル　　　・　防水形仕上塗材主材

処理範囲　　　　※　既存仕上面全面　　　・　図示

　　　※　サンダー工法　　　・　高圧水洗工法　　　・　塗膜はく離剤工法　　　・　水洗い工法

 (4.6.3)既存塗膜等の除去及び下地処理塗り壁仕上げ外壁等の改修5

　材　料　　 　　　　　　※　目地材料は改修標仕(3.7.2)による。　　　　・　伸縮目地改修工法

　目地の位置・寸法　　※　図示　　　　・　目地ひび割れ改修工法

特　　記　　事　　項工　　　法

(4.5.16)目地改修

　　・　密着張り　　　　・　改良積上げ張り　　　　・　改良圧着張り　　　　・　マスク張り　　　　・　モザイクタイル張り

(4.5.8)(表4.5.3)タイル張りの工法(タイル張替え工法を適用する場合)

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地　　　　※　改修標仕(表4.5.1)による　　　・　　　　・　タイル張替え工法

　・　ポリマーセメントモルタル使用　　　・　エポキシ樹脂使用　　　　・　タイル部分張替え工法

特　　記　　事　　項工　　　法

 (4.5.2)タイル撤去部の補修・

・

・

・ 浮き部改修　　　　タイルの撤去　　　　・　する　　　・　しない (4.5.4)(4.5.7～15)

工　　法

一般部 指定部 一般部 指定部

0.25未満
 ※16  ※25  ※25

0.25以上 1.0以下
 ※13  ※20  ※12  ※20  ※25

0.25以上 1.0を超える
 ※13  ※20  ※12  ※20  ※50

 ※9  ※16  ※25

 ※9  ※16  ※9  ※16  

 ※9  ※16  ※9  ※16  ※50

 ※25

　・　タイル部分張替え工法
 ・　ポリマーセメントモルタル使用

 ・　エポキシ樹脂使用

　・　タイル張替え工法
伸縮目地及びひび割れ誘発目地

※　改修標仕(表4.5.1)による　　　・

　　　ﾀｲﾙ固定工法

　　　ｽﾗﾘｰ注入工法

　・　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

　・　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　　注入工法

　　　注入工法

　・　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　・　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入

　　　工法

　・　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・　注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

所)
(ml/箇(箇/ｍ2)
注入量注入口ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

(本/ｍ2)

(㎜)(ｍ2)
浮き代1箇所の面積

 ・ ・ ・

 ・  ・  ・  ・  ・

 ・ ・ ・ ・ ・

 ・  ・  ・  ・  ・

 ・  ・  ・

 ・ ・ ・ ・

 ・  ・
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29 1 一般事項 　防火材料の指定がある場合は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。 (7.1.3)

　　　　防火材料指定箇所　　※　図示　　　・

2 錆止め塗料塗り (7.3.2

下地種別 下地調整 塗装種別

鉄鋼面

　　新規(見え掛り) ※　RA種　　・　RB種　　 ・　RC種 ※　A種　　・　B種　　  ・　C種

　　新規(見え隠れ) ※　RA種　　・　RB種　　 ・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗替え  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　 ・　B種　　 ※　C種

　　塗料種別 　　　 ※　屋外A種　　　・　屋内B種　　　・　屋内水系塗料C種　　　・　図示

亜鉛めっき鋼面

　　新規(建具)   ・　RA種　　 ・　RB種　　※　RC種 ※　A種　　・　B種　　 ・　C種

　　新規(その他) ※　RA種　 　・　RB種　　 ・　RC種  ・　A種　　 ・　B種　　 ※　C種

　　塗替え  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　 ・　B種　　 ※　C種

　塗料種別 　　　 ※　A種　　　・　B種　　　・　C種(屋内水系塗料の場合はC種)

3 合成樹脂調合ペイント塗り 塗料種別 ※　１ 種　　　　・　２ 種 (17.4.2～5)(表7.2.1)(表7.4.1～3)

(SOP) 下地種別 下地調整 塗装種別

木部
　　新　規 　　　改修標仕(表7.2.1)による ※　A種　　・　B種　　  ・　C種

　　塗　替  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

鉄鋼面
　　新　規 　　　改修標仕(表7.3.3)による 　　　　　 ・　A種　　※　B種

　　塗　替 　　　改修標仕(表7.3.3)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

亜鉛めっき鋼面
　　新規・塗替(建具) 　　　改修標仕(表7.3.4)による ※　A種　　・　B種　　  ・　C種

　　塗替(その他) 　　　改修標仕(表7.3.4)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

4 耐候性塗料塗り(DP) (7.8.2～4)(表7.2.2～3・5～6)(表7.8.1～3)

下地種別 下地調整 塗装種別

鉄鋼面
　　新　規 　　　改修標仕(表7.2.2)による ※　A種　　・　B種　　  ・　C種

　　塗　替 　　　改修標仕(表7.2.2)による  ・　A種　　・　B種　　 ・　C種

亜鉛めっき鋼面
　　新規・塗替(建具) 　　　改修標仕(表7.2.3)による ※　A種　　・　B種　　  ・　C種

　　塗替(その他) 　　　改修標仕(表7.2.3)による  ・　A種　　・　B種　　 ・　C種

ＡＬＣパネル面
　　新　規 　　　改修標仕(表7.2.6)による 　　　　　 ※　A種　　・　B種

　　塗　替 　　　改修標仕(表7.2.6)による 　　　　　 ・　A種　　・　B種
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コンクリート面

押出成形セメント板面

32 1 総則 　建設副産物の処理にあたっては「建設副産物適正処理推進要綱」及び「平成18年版建築工事における建設副産物管理マニュ

アル・同解説(国土交通省)」によること。また、関係法令等に基づき適正な手続き及び処理をするとともに、再資源化により得られ

た建設資材の積極的な活用に努めるものとする。

2 契約前の事前説明 　(建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律(以下「建設リサイクル法」という）第9条の規定による「対象建設工事」の

場合に限る。)

　建設リサイクル法第12条1項の規定による説明(書面の様式については監督職員の指示による)については、落札者は契約前

に監督職員に対して行うものとする。落札者は、監督職員への説明時に交付した書面と同じものを契約事務担当者に提出する

ものとする。

3 産業廃棄物税 　本工事に伴って生じる産業廃棄物のうち最終処分場(中間処理施設経由を含む)に搬入する産業廃棄物がある場合について

は、青森県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理すること。なお、本工事において最終処分場(中間処理施設経由を含む)

に搬入する産業廃棄物がある場合は、産業廃棄物税相当額を見含んでいるものである。

4 特定建設資材廃棄物の処理 とりこわしにより発生する特定建設資材廃棄物は、以下の再資源化施設での受入れとして積算を行っている。

名称 施設の名称 施設の所在地 備考

　　コンクリート塊

　　

　　建設発生木材

5 再資源化等の完了の報告 　(建設リサイクル法第9条の規定による

 法第18条第1項の規定による報告(書面の様式については監督職員の指示による)については、受注者は再資源化等が完了し

たときは、当該報告を監督職員に対して行うものとする。

6 伐木・抜根材発生情報提供 伐木・抜根材発生情報提供システム適用対象工事

システム 　「伐木・抜根材発生情報提供システム」とは、発生した伐木・抜根材の発生情報をインターネットで公表し、有用物として有効

利用する一般の希望者へ提供することを目的としたものである。

　伐木・抜根材が発生する場合は、樹種、部位別に分別し、１～３ｍ程度の長さに切断、土砂等を除去し、１ｍ未満のものを含

めて集積し、整然とした状態で引渡期間中現場内に保管する。現場内に保管できない場合は監督職員の指示に従う。保管に

当たっては、ロープ等で固定するなど盗難、飛散対策を行い、周辺環境に悪影響を与えぬよう注意すること。また、保管場所

には適切な表示を行う(内容は監督職員の指示による)。なお、これら有用化に必要な費用は本工事に含まれている。

建
設
副
産
物
の
適
正
処
理

ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

・

5 つや合成樹脂エマルション (7.9.2～5)(表7.2.1～7)(表7.9.1～4)

ペイント塗り　(EP－G) 下地種別 下地調整 塗装種別

コンクリート面
ＡＬＣパネル面
押出成形セメント板面

　　新　規 　　　改修標仕(表7.2.6)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗　替  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

モルタル面
　　新　規  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗　替  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

せっこうボード面 　　新　規  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗　替  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

木部
　　新　規 　　　改修標仕(表7.2.1)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗　替  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

鉄鋼面
　　新　規 　　　改修標仕(表7.3.3)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗　替 　　　改修標仕(表7.3.3)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

亜鉛めっき鋼面
　　新規・塗替(建具) 　　　改修標仕(表7.3.4)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗替(その他) 　　　改修標仕(表7.3.4)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

6 合成樹脂エマルション (7.10.2)(表7.2.4～7)(表7.10.1)

ペイント塗り　(EP) 下地種別 下地調整 塗装種別

モルタル面
　　新　規 　　　改修標仕(表7.2.6)による  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗　替  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　新　規 ※　RA種　　・　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗　替  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

せっこうボード面

 その他ボード面

　　新　規  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

　　塗　替  ・　RA種　　※　RB種　　・　RC種  ・　A種　　※　B種　　 ・　C種

7 マスチック塗材塗り (7.15.2)(表7.2.4～6)(表7.15.1)

　　・　マスチック塗材
種　　別 仕　　　上　　　材

・　A種　　　・　C種 ・　アクリル樹脂エナメル　　　・　つや有合成樹脂エマルションペイント

8 その他の塗料

(塗料名： ) 下地種別 下地調整 塗装種別

　　新　規  ・　RA種　　　・　RB種　　　・　RC種 ・　A種　　　・　B種　　  ・　C種

　　塗　替  ・　RA種　　　・　RB種　　　・　RC種 ・　A種　　　・　B種　　  ・　C種

プラスター面

その他ボード面

押出成形セメント板面
ＡＬＣパネル面
コンクリート面

29
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中央公民館外壁その他改修工事
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３・ P H 階平面図
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立 面 図
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会社
有限
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東側 立　　面　　図 Ｓ＝１／２００ 南側 立　　面　　図 Ｓ＝１／２００

北側 立　　面　　図 Ｓ＝１／２００Ｓ＝１／２００立　　面　　図西側

一部 100㎡程度張替
外壁

改　修　後改　修　前改修範囲

外
　
部
　
仕
　
上

二丁掛煉瓦タイル打込み

タイル部:洗剤洗浄(バイオ洗浄(ケミクリーン工法 3工程))

鉄骨部：ホーロー鉄板張 t=1.6 アスベストラックス t=10内貼 岩綿吹付 t=30

ポーチパラペット部

赤みかげ 小叩き仕上ポーチ柱柱脚部

ポーチ柱 グラファイト塗装

ボンデ鋼板 t=2.3 グラファイト塗装 既設ボンデ鋼板 t=2.3 撤去後、アルミパネル t=2.0 フッ素樹脂焼付塗装

下地調整(RB種3種Aケレン)後、SOP塗

モルタル補修

ホーロー鉄板部:洗剤洗浄(バイオ洗浄(ケミクリーン工法 3工程))

既存伸縮目地撤去後、伸縮目地コーキング新設(10 10 MS-2)

伸縮目地:ポリサルファイドシーリング
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詳 細 図 Ｓ＝１／５
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